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令和６年度 高松市地域学校協働活動【活動報告】  

 

モデル校 古高松南小学校 

地域学校協働活動推進員

（コーディネーター） 
１名 （主な役職）スクールソーシャルワーカー 

 

主な活動内容 

 

No 項目 内容 

① 

古高松南小学

校のサポータ

ー募集 

年度当初から、学校行事などにおいて、子どもたちと一緒に活

動してくれるボランティア募集に、コーディネーターが中心とな

って取り組んだ。コーディネーターは、募集チラシの作成、印刷

準備、ボランティア登録名簿の作成などを行った。チラシの配布

に当たっては、コミュニティセンターを介して全戸を対象とし、

２回募集チラシを配布した。 

結果、以前は学校との関わりがなかった方を含めた１３名が登

録して新たなネットワークが構築されたほか、宿泊学習のイカダ

づくり、米作り体験、昼休みの見守り活動・クラブ活動のサポー

ト、家庭科の授業等に、ボランティアを活用した。 

コーディネーターが、学校側の必要なサポート内容の聞き取り

を積極的に行ってくれたことで、学校側の要望も広がってきた。 
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② 

地域学校協働

活動ニュース

レター発行 

コーディネーターが地域学校協働活動等を紹介する広報誌（A

４２枚程度）を作成し、2月に第１号を発行した。第１号では、

サポーター活動内容やサポーター登録方法を紹介した。その後、

３月に、第２号の発行に向けて準備を進めた。 

 

③ 

「学校・家

庭・地域をつ

なげる地域合

同防災学習」 

３年目を迎え、防災学習の参観と地域の自主防災組織等を中心

とした協働の防災訓練も定着してきた。（次年度からは、熱中症

対策のため、９月から１１月に移行して開催する。） 

コーディネーターは、連絡や相談、報告等を、学校と保護者の

架け橋となってつなぎ、行事がスムーズに運営できた。 

地域からは、コミュニティ協議会が中心となって、連合自治

会、青少年健全育成連絡協議会、東消防署、地区消防団、地区自

主防災連合会、女性防火クラブ、日赤奉仕団、地区交通安全推進

協議会の代表者を集め、実施内容や分担を協議した。当日に向

け、自主防災連合会を窓口に連絡調整して実施できた。 
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成果・効果 

・コーディネーターが中心となって、サポーター募集や活動状況を紹介するニュースレ

ターを発信することで、サポーターへのハードルが徐々に下がってきている。 

・学校側にとっても教員に余裕ができることで、より子どもたちの指導に力を注ぐこと

ができ、サポーターにとっても子どもたちに関わる貴重な機会となった。 

・地域防災学習において、学校・家庭・地域それぞれにとって、良好な関係が築けるこ

とを互いに理解することができ、他の教育活動にもつながり始めた。 


